
「としま・まちごと福祉支援プロジェクト」

「あうるへるすの会」

一般社団法人コミュニティネットワーク協会お問い
合わせ

オンラインイベント

開催日　2020年 17:45～19:309月29日(火)

Zoom配信で行います。（スマホを持っている方ならどなたでも参加できます）
視聴をご希望の方は下記お問い合わせより事前申し込みが必要です。

T E L：03-6256-0570　 
FAX：03-6256-0572　 
Mail：support@100com.jp

vol.1Meets

18:00　一般社団法人コミュニティネットワーク協会代表、渥美さんよりご挨拶
18:05　あうるへるすの会代表 佐伯さん・副代表 高野さんより「あうるへるす会」の活動について、
　　　　及び自己紹介。ゲスト廣瀬さんをお招きしてのトークタイム。
　　　　あうるへるすの会と、としまPJが一緒にできることについて座談会
19:20　質疑応答や、Zoomチャットでの交流会。

お申し込みは9月29日の午前中までにお願いします。
29日当日17:45よりミーティングルームをオープン
します。繋いだ方は、パソコンの音量はONにしたまま
右のZoomの画面設定で音が出ないようにしてください。

プログラム

佐伯晴子さん
豊島区の地域保健福祉を

勉強する会
「あうるへるすの会」代表

高野千尋さん
「あうるへるすの会」

副代表
としまケーブルテレビ

廣瀬史佳さん
ソプラノ歌手
Voce音楽事務所

代表

渥美京子さん
一般社団法人

コミュニティネットワーク
協会代表

　「あうるへるすの会」は、すこやかなときも、病めるときも安心して暮らすために、
豊島区の保健福祉について知り、区民目線の地域包括ケアについて考える区民主体
の勉強会です。
　毎月テーマに沿った講師にいらしていただき月例勉強会を開催、また年１～２回の
公開講座も開催しています。

　がんなどの大病をお持ちの方や、赤ちゃんや小さな子どもを育てるお母さんなど身近
な人を地域であたたかく支えることも、あうるへるすの会が考える地域包括ケアです。
　世代を超えた「オール豊島」の皆で支えあえる住みよい　ふるさと豊島にしま
しょう。

参加方法 参加無料

高野陽昌　作

Zoomの設定画面Zoomの設定画面



「としま・まちごと福祉支援プロジェクト」応援メッセージ

「としま・まちごと福祉支援プロジェクト」の活動を続けるためにクラウドファンディングを計画中です。

まちごとまるっと福祉の機能をもち、みんなで支え合える仕組みをつくる「としま・まちごと福祉支援プロジェクト」。
福祉を必要としている人だけでなく、まちのみんなが交流できる場づくりから、みんなにとってより良いまちづくりを目指しています。
住み慣れた家、地域で暮らし続けることができるために、地域の住宅事情を知り、問題点をどう解決するか、一緒に考えます。

廣瀬史佳さん
音楽は衣食住のように必要不可欠なものではないかもしれないけれど、人の心に寄り添い、人を癒し
元気づける力があると信じ、「心豊かな時を過ごして頂きたい」と思いながら音楽活動を続けており
ます。一般社団法人コミュニティネットワークさんのご活動も、人の事を想い寄り添う部分や、志に
共通のものを感じました。みんなが豊島区で心豊かに住み続けられるように、共に頑張れたらと思っ
ております。

PJ♥
としま

「空き家を活用した『としま福祉支援プロジェクト』」は国土交通省 住まい環境整備モデル事業・
豊島区　共同居住型住宅の改修費助成事業です。

ソプラノ歌手・　

Voce（音楽教室・演奏家派遣）
代表

ヴォーチェ

リール
経歴：佐賀県唐津市出身。豊島区在住。武蔵野音楽大学声楽学科卒。
rire（ピアノとヴォーカルの2人組ユニット）
作詞作曲も手掛け、自身もソロの歌手として歌うことにより、生徒さんや
聴衆に笑顔を贈り続け、医学的な側面も取り入れた発声法の指導に定評が
ある。またイベント企画や教室運営を行うVoceは、楽器、編成の多様
性、音楽水準の高さ、ジャンルの幅広さでアーティスト手配に大好評を得
ており、設立９年目にして多くの実績がある。
豊島区国際アート・カルチャー特命大使。
東アジア文化都市2019豊島推進協議会委員。

これからの超少子高齢化社会を迎えるにあたって、地域であたかかく支えあうことの必要性と地域内
での繋がりの重要性を感じ、としまケーブルテレビに移りました。地元密着のケーブルテレビとし
て、行政機関や地元の皆様との繋がりを頂きながら、地元情報の周知を行っています。　一般社団法
人コミュニティネットワークさんの「空き家を活用した『としま福祉支援プロジェクト』」は、豊島
区で増えている空き家を活用されつつ、「安心して地元豊島区に住み続けること」を可能にされた素
晴らしい事業と思います。

PJ♥
としま

としまケーブルテレビ・
「あうるへるすの会」副代表

経歴：豊島区出身。福祉工学・生体医工学、計測工学を専門分野として
お茶の水女子大学大学院にて博士号を取得後、秋田大学や都内の大学にて
教員、国立研究開発法人産業技術総合研究所特別研究員を経て、2014年
より、としまケーブルテレビに在籍。
豊島区国際アート・カルチャー特命大使。

佐伯晴子さん

高野千尋さん

PJ♥
としま

豊島区の地域保健福祉を
勉強する会

「あうるへるすの会」代表

経歴：一般社団法人マイインフォームド・コンセント（MIC）理事長
http://myinformedconsent.jp
兵庫県宝塚市生まれ　大阪外国語大学ロシア語学科卒業　　
2007年東京医科歯科大学大学院修士課程医療政策学専攻単位取得満期退学
1988~93年在伊ミラノ　ヨーロッパ緩和ケア協会（EAPC）事務局にて事務ボランティア
専門：医療コミュニケーション、医療政策への患者・市民参画
昭和大学医学部客員講師，昭和大学歯学部ほか非常勤講師、日本医学教育学会名誉会員
日本コクランセンター理事、Minds患者・市民参画支援のためのWGメンバー
東京医科歯科大学医学部、日本在宅医療連合学会ほか倫理審査委員、
豊島区国際アート・カルチャー特命大使、元豊島区保健福祉審議会委員

コミュニティーづくりのエキスパートが豊島区に拠点を移されたのは、区民として願ってもない幸運
と受け止めています。そこに暮らす人が人生を楽しめるまちになるよう、ご一緒に考えていきたいと
思いますので、「としま・まちごと福祉支援プロジェクト」を応援いたします！


